
当事者の声

?

暗くなったとき、どういうところに気を付けますか

右のページは、当事者用の「事故後の対応フローチャート」です。
ページをコピーして、二つ折りにして使ってください。

じこに  あった

けがを  している けがを  していない

まわりに  ひとがいる

「いたい」と
つたえる

「いたい」と
つたえる

れんらく

①いつ

そのほか　しっておいてほしいこと
アレルギー （ ある  ない ）  アレルギーの  しゅるい

のんでいる  くすりの  なまえ

②どこで ③なにがあった ④こまっていること

せつめいの　じゅんばん

れんらく

まわりの  ひとに
「たすけて」 れんらくまわりの  ひとに

「たすけて」 れんらく

じぶんひとり まわりに  ひとがいる じぶんひとり

車に気を付ける
暗くなったら外にはいかない
いつも放課後はデイサービスにいってるし帰るときは
送迎車なので暗くなってから歩くことはない バイク・車に気を付ける

自転車の電気を付ける

自転車で通るときは
スピードを出しすぎない

右みて左みて渡る
夜７時には帰るようにしてる

わたしは

わたしは しえんのしかた

しえんのしかた

かかりつけの　びょういん

のんでいる  くすり （ ある  ない ）

上部分は、事故にあったとき、どのように対応すればいいか、本人が指で追って確認できるように
なっています。
「れんらくの　ほうほう」の枠に、家族や支援者に連絡する方法を書きます。
本人用なので、本人ができる方法を書いてください。
下部分は、助けを求めるとき、相手に見せて使います。

〈わたしは〉の枠には
特性や困りごとを書きます。
専門知識がない一般の人でもわかるように
書いてください。

〈しえんのしかた〉の枠には
かかわり方や対応方法を、
助けてくれる人にわかるように
書いてください。

（例）
はなしを　するのが
にがてです

（例）
ゆっくり　はなしかけてください

〈記入例〉

はい

ごめんなさい いたい こわい ありがとう

わからない たすけて じこにあった

かぞく ・ しえんしゃを
よんでください

れんらくの　ほうほう

きんきゅうれんらくさき

きんきゅうれんらくさき

こまったときに　はなしを　しやすく　するための　え　です
ゆびを　さして　きもちを　つたえます

きぶんがわるい

いいえ

すこし とても
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